
63－海保大研究報告　第37巻　第2号

之

海
上
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突
事
件
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究
（
海
難
審
判
）
【
第
l
回
】
T
）

松

本

宏

貨
物
船
千
年
丸
貨
物
船
ソ
ー
ラ
ー
・
ウ
イ
ン
グ
貨
物
船
と
よ
ふ
じ
丸

貨
物
船
ト
ー
ヨ
ー
8
衝
突
事
件
　
（
横
審
平
成
三
年
三
月
一
五
日
）

A
受
章
人
及
び
指
定
海
難
関
係
人
V
〈
2
）

受
審
人
Ⅹ
　
（
千
年
丸
船
長
）

受
審
人
Y
　
（
と
よ
ふ
じ
丸
船
長
）

指
定
海
難
関
係
人
Z
　
（
ト
ー
ヨ
ー
8
船
長
）

、八、、主文、∵
本
件
衝
突
は
、
ソ
ー
ラ
ー
・
ウ
イ
ン
グ
に
お
い
て
、
千
年
丸
、
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
ト
ー
ヨ
ー
8
の
各
進
路
を
避
け
る
措
置
が
遅
れ
た
こ
と
に
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因
っ
て
発
生
し
た
が
、
千
年
丸
に
お
け
る
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
協
力
動
作
及
び
と
よ
ふ
じ
丸
に
お
け
る
衝
突
を
回
避
す
る
措
置
が
、
と
も
に

遅
れ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

受
審
人
Ⅹ
を
戒
告
す
る
。

受
審
人
Y
を
戒
告
す
る
。

A
理
由
の
要
旨
∀

＜
事
実
概
要
＞

貨
物
船
千
年
丸
　
（
総
ト
ン
数
四
九
五
ト
ン
、
全
長
六
八
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
日
本
船
籍
、
船
尾
船
橋
型
、
喫
水
‥
船
首
一
・
九
〇
メ
ー
ト
ル

船
尾
三
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
　
は
、
空
倉
の
ま
ま
、
平
成
元
年
八
月
三
日
午
後
三
時
五
〇
分
京
浜
港
東
京
区
品
川
ふ
頭
を
鹿
島
港
に
向
け
発
し
、

同
五
時
四
二
分
頃
浦
賀
水
道
航
路
第
五
号
灯
浮
標
（
以
下
、
灯
浮
標
名
に
は
番
号
の
み
を
付
す
）
　
の
右
舷
側
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
航
過
し
て
、

Ⅹ
　
（
三
級
海
技
士
　
（
航
海
）
　
免
状
）
　
は
一
等
航
海
士
の
操
舵
の
も
と
、
針
路
を
一
四
五
度
に
す
る
よ
う
左
転
し
な
が
ら
全
速
力
前
進
約
一
〇
ノ

ッ
ト
の
対
地
速
力
で
浦
賀
水
道
航
路
　
（
以
下
、
事
実
概
要
に
お
い
て
は
「
航
路
」
と
い
う
）
　
に
入
っ
た
。

自
動
車
運
搬
船
ソ
ー
ラ
ー
・
ウ
イ
ン
グ
　
（
総
ト
ン
数
四
二
ハ
〇
四
ト
ン
、
全
長
一
八
七
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
、
パ
ナ
マ
船
籍
、
船
首
船
橋
型
、

喫
水
‥
船
首
七
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
船
尾
八
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
、
以
下
「
ソ
号
」
と
い
う
）
　
は
、
自
動
車
四
〇
二
八
台
を
載
せ
、
同
日
午
後
五
時

二
〇
分
横
須
賀
港
新
港
ふ
頭
新
港
一
号
岸
壁
を
千
葉
港
に
向
け
発
し
、
N
の
き
ょ
う
導
の
も
と
　
（
船
長
及
び
三
等
航
海
士
在
橋
、
甲
板
手
操

舵
）
、
同
五
時
三
八
分
頃
機
関
を
酌
〓
フ
ッ
ト
の
港
内
全
速
力
前
進
に
か
け
、
H
旗
と
行
先
信
号
の
第
一
代
表
旗
の
下
に
C
旗
を
そ
れ
ぞ
れ

掲
げ
、
徐
々
に
加
速
し
な
が
ら
横
須
賀
港
南
第
五
号
及
び
同
第
三
号
灯
浮
標
沿
い
に
進
行
し
た
。
そ
の
こ
ろ
N
は
、
第
五
号
灯
浮
標
の
北
方
に

航
路
に
向
か
っ
て
南
下
中
の
千
年
丸
を
初
認
し
、
こ
れ
に
巨
大
船
ア
ン
ド
ロ
ス
・
ア
リ
エ
ス
　
（
以
下
「
ア
号
」
と
い
う
）
　
が
後
続
し
て
い
た
か
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ら
、
ア
号
の
水
先
人
に
前
路
を
横
切
り
た
い
旨
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
連
絡
し
、
同
五
時
三
九
分
半
頃
わ
ず
か
に
増
速
し
た
。
ま
た
ソ
号
は
離
岸

時
に
使
用
し
た
引
船
浦
賀
丸
を
左
舷
側
に
、
同
荒
崎
丸
を
右
舷
側
に
伴
走
さ
せ
、
浦
賀
丸
か
ら
東
京
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
位
置
通

報
を
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
小
型
の
南
航
船
が
続
い
て
い
る
の
で
注
意
し
て
航
行
す
る
よ
う
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
同
五
時
四
一
分

頃
N
は
、
横
須
賀
港
西
防
波
堤
灯
台
か
ら
五
五
度
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
航
路
を
ほ
ぼ
直
角
に
横
断
す
る
つ
も
り
で
針
路
を
六

〇
度
に
定
め
、
潮
流
の
影
響
で
わ
ず
か
に
左
方
に
圧
流
さ
れ
な
が
ら
約
一
一
・
五
ノ
ッ
ト
の
対
地
速
力
で
進
行
し
た
。

自
動
車
運
搬
船
と
よ
ふ
じ
丸
　
（
総
ト
ン
数
一
六
七
四
ト
ン
、
全
長
九
六
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
日
本
船
籍
、
船
首
船
橋
型
、
喫
水
‥
船
首
四
・

三
八
メ
ー
ト
ル
船
尾
五
・
九
五
メ
ー
ト
ル
）
　
は
、
自
動
車
四
六
一
台
を
載
せ
、
同
日
午
後
五
時
京
浜
港
横
浜
区
第
五
区
ト
ヨ
タ
ふ
頭
を
塩
釜
港

向
け
発
し
、
Y
　
〓
級
海
技
士
　
（
航
海
）
　
免
状
）
　
は
一
等
航
海
士
を
補
佐
に
、
甲
板
手
を
操
舵
に
つ
け
て
進
行
中
、
同
五
時
四
二
分
頃
、
第
五

号
灯
浮
標
の
手
前
約
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
針
路
を
二
四
五
度
に
転
じ
た
の
ち
航
路
に
入
り
、
若
干
増
速
し
て
折
か
ら
の
逆
潮
流
に
抗

し
、
一
四
ノ
ッ
ト
弱
の
対
地
速
力
で
、
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
南
下
し
た
。

貨
物
船
ト
ー
ヨ
ー
8
　
（
総
ト
ン
数
一
〇
四
四
ト
ン
、
全
長
八
〇
・
〇
九
メ
ー
ト
ル
、
パ
ナ
マ
船
籍
、
船
尾
船
橋
型
、
喫
水
‥
船
首
四
・
五
〇

メ
ー
ト
ル
船
尾
四
・
八
八
メ
ー
ト
ル
）
　
は
、
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
約
二
〇
〇
〇
ト
ン
を
積
載
し
、
同
日
午
後
三
時
千
葉
港
葛
南
区
船
橋
を
岡
山
県
片

上
港
に
向
け
発
し
、
Z
は
一
等
航
海
士
を
操
舵
に
つ
け
て
進
行
中
、
同
五
時
四
二
分
頃
、
第
五
号
灯
浮
標
の
右
舷
側
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
航

過
し
て
針
路
を
一
四
五
度
に
転
じ
て
航
路
に
入
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
約
一
〇
ノ
ッ
ト
の
対
地
速
力
で
進
行
し
た
。

同
日
午
後
五
時
四
三
分
頃
、
千
年
丸
は
左
舷
船
首
五
二
度
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
自
船
よ
り
遅
い
速
力
で
同
航
す
る
ト
ー
ヨ
ー
8
を
、
ま
た

左
舷
船
尾
三
七
度
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
と
よ
ふ
じ
丸
が
、
自
船
と
ト
ー
ヨ
ー
8
と
の
間
に
割
っ
て
入
る
態
勢
で
追
い
付
き
つ
つ
あ
る
の
を
、

さ
ら
に
航
路
入
航
前
に
初
認
し
た
ソ
号
が
猿
島
北
方
沖
合
の
右
舷
船
首
四
八
度
一
・
八
海
里
ば
か
り
の
と
こ
ろ
を
航
路
へ
ほ
ぼ
直
角
に
向
首
し

て
東
行
し
て
い
る
の
を
そ
れ
ぞ
れ
認
め
、
そ
の
後
、
航
路
西
側
境
界
線
か
ら
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
内
側
を
ほ
ぼ
こ
れ
に
沿
い
、
約
二
一
ノ
ッ
ト
の

対
地
速
力
で
南
下
し
た
。
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同
日
午
後
五
時
四
五
分
頃
、
千
年
丸
の
左
舷
正
横
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
ト
ー
ヨ
ー
8
が
並
航
し
、
千
年
丸
と
ソ
号
は
方
位
に
明
確
な
変
化

が
な
い
ま
ま
互
い
に
一
・
三
海
里
に
接
近
し
た
が
、
Ⅹ
は
警
告
信
号
を
行
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
左
舷
後
方
か
ら
並
航
す
る
態
勢
で
接
近
し
っ

つ
あ
る
と
よ
ふ
じ
丸
を
先
行
さ
せ
る
つ
も
り
で
、
同
五
時
四
六
分
頃
機
関
の
回
転
を
約
五
回
転
減
じ
て
進
行
し
た
。
一
方
、
N
は
航
路
内
を
航

行
す
る
千
年
丸
、
と
よ
ふ
じ
丸
、
ト
ー
ヨ
ー
8
と
は
、
い
ず
れ
も
明
確
な
方
位
の
変
化
の
な
い
ま
ま
接
近
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

が
、
ア
号
の
水
先
人
の
進
言
に
よ
り
ア
号
の
後
方
を
通
過
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
の
、
な
お
も
三
船
の
前
方
は
通
過
で
き
る
も
の
と
思
い
、
避

航
措
置
は
と
ら
な
か
っ
た
　
（
こ
の
時
点
で
ソ
号
船
長
は
千
年
丸
と
の
方
位
変
化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
旨
を
N
に
告
げ
る
と
と
も
に
、
千
年
丸
に
対

し
て
汽
笛
に
よ
る
短
音
を
連
吹
し
た
）
。
こ
の
こ
ろ
Y
は
、
ソ
号
に
伴
走
す
る
浦
賀
丸
か
ら
V
H
F
に
よ
り
「
貴
船
の
前
方
を
ソ
号
が
横
切
る

の
で
減
速
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
要
請
を
受
け
た
の
で
、
不
本
意
で
は
あ
っ
た
が
こ
れ
を
承
諾
し
、
同
五
時
四
六
分
頃
と
よ
ふ
じ
丸
の
機
関
を
約

八
・
五
ノ
ッ
ト
の
半
速
力
に
減
速
し
、
さ
ら
に
約
六
・
五
ノ
ッ
ト
の
微
速
力
ま
で
減
速
し
た
。

同
日
午
後
五
時
四
七
分
頃
、
千
年
丸
の
左
舷
正
横
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
と
よ
ふ
じ
丸
が
並
航
し
、
千
年
丸
は
風
潮
流
の
影
響
と
針
路
を
左
方

に
寄
せ
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
で
少
し
つ
つ
西
方
に
偏
位
し
始
め
、
同
五
時
四
八
分
頃
航
路
西
側
境
界
線
上
を
航
行
し
、
次
第
に
同
境
界
線
か

ら
外
側
へ
離
脱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ⅹ
は
船
位
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
第
三
海
壁
灯
標
を
右
舷
船
首
方
に
見
て
い
る
の
で
、
当
然
航
路
内
を

こ
れ
に
沿
っ
て
進
行
中
で
あ
る
と
思
い
、
ま
た
ソ
号
が
依
然
避
航
の
様
子
を
見
せ
な
い
ま
ま
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
て
い
た
も
の
の
、

自
船
を
含
む
三
隻
が
相
前
後
し
て
航
路
航
行
中
で
そ
の
前
路
を
横
切
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
、
な
お
も
ソ
号
の
避
航
を
期
待
し
、
自
ら
大

幅
に
減
速
す
る
な
ど
し
て
衝
突
を
避
け
る
協
力
動
作
を
と
る
こ
と
な
く
、
原
針
路
、
原
速
力
で
続
航
中
、
と
よ
ふ
じ
丸
が
減
速
し
て
徐
々
に
後

方
に
下
が
り
出
し
た
の
を
認
め
た
。
こ
の
こ
ろ
N
は
、
様
子
を
み
る
た
め
ソ
号
の
機
関
を
約
七
ノ
ッ
ト
の
極
微
速
力
に
減
じ
、
針
路
を
七
〇
度

に
転
じ
た
。

同
日
午
後
五
時
四
九
分
半
頃
、
Ⅹ
は
ソ
号
が
右
舷
船
首
方
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
た
と
き
、
よ
う
や
く
衝
突
の
危
険
を
感
じ
た
が
、

左
舷
側
に
後
続
す
る
と
よ
ふ
じ
丸
が
い
て
左
転
で
き
な
い
の
で
、
直
ち
に
機
関
停
止
、
全
速
力
後
進
と
し
た
が
及
ば
ず
、
同
五
時
五
〇
分
頃
第
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二
海
壁
灯
台
か
ら
二
五
二
度
約
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
、
航
路
西
側
境
界
線
か
ら
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
外
側
の
地
点
で
ソ
号
と
衝
突
し
　
（
以
下

「
第
一
衝
突
」
　
と
い
う
）
、
続
い
て
同
五
時
五
一
分
頃
同
地
点
か
ら
東
方
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路
内
に
お
い
て
、
千
年
丸
の
左
舷
船
首
部

に
と
よ
ふ
じ
丸
が
右
舷
船
首
部
が
衝
突
し
た
　
（
以
下
「
第
二
衝
突
」
　
と
い
う
）
。
一
方
、
N
は
同
日
午
後
五
時
四
八
分
頃
衝
突
の
危
険
を
感
じ
、

機
関
停
止
に
続
い
て
後
進
、
右
舵
一
杯
を
令
し
た
が
及
ば
ず
、
千
年
丸
と
前
示
の
と
お
り
衝
突
し
　
（
第
一
衝
突
）
、
さ
ら
に
同
五
時
五
一
分
半

頃
同
地
点
か
ら
東
方
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
航
路
内
で
と
よ
ふ
じ
丸
と
衝
突
し
た
　
（
以
下
「
第
三
衝
突
」
　
と
い
う
）
。
ま
た
Y
は
同
日
午
後
五
時

四
九
分
頃
先
航
す
る
千
年
丸
と
ソ
号
と
の
衝
突
を
感
じ
、
機
関
停
止
に
続
い
て
後
進
、
左
舵
一
杯
を
令
し
た
が
、
と
よ
ふ
じ
丸
の
機
関
が
後
進

に
か
か
ら
ぬ
ま
ま
、
同
五
時
五
一
分
頃
千
年
丸
と
衝
突
し
　
（
第
二
衝
突
）
、
さ
ら
に
同
五
時
五
二
分
半
頃
第
二
海
壁
灯
台
か
ら
二
四
八
度
約
一

四
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
ト
ー
ヨ
ー
8
と
衝
突
し
た
　
（
以
下
「
第
四
衝
突
」
　
と
い
う
）
。
ま
た
Z
は
同
日
午
後
五
時
五
〇
分
頃
第
一
衝
突
を

認
め
、
危
険
を
感
じ
て
ト
ー
ヨ
ー
8
の
機
関
を
後
進
に
令
し
た
が
、
前
示
の
と
お
り
と
よ
ふ
じ
丸
と
衝
突
し
た
　
（
第
四
衝
突
）
。

衝
突
の
結
果
、
各
船
は
損
傷
し
た
が
航
行
に
支
障
は
な
く
、
死
傷
者
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
天
候
は
曇
で
、
風
力
三
の
東
風
が
吹
き
、
潮
侯

は
上
げ
潮
の
末
期
で
、
約
一
ノ
ッ
ト
の
北
西
流
が
あ
っ
た
。

＜
原
因
の
考
察
＞

一
　
航
法
の
適
用

本
件
衝
突
は
、
浦
賀
水
道
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
南
下
中
の
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
ト
ー
ヨ
ー
8
並
び
に
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
し
て
い
た

も
の
の
倉
中
か
ら
同
航
路
西
側
境
界
線
の
わ
ず
か
外
側
に
外
れ
て
南
下
中
の
千
年
丸
の
三
船
と
、
同
航
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
東
行
中
の
ソ

号
と
が
互
い
に
進
路
を
横
切
る
態
勢
で
航
行
中
、
同
航
路
の
わ
ず
か
外
側
で
ソ
号
と
千
年
丸
が
、
ま
た
、
同
航
路
内
で
千
年
丸
と
と
よ
ふ
じ
丸
、

ソ
号
と
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
と
よ
ふ
じ
丸
と
ト
ー
ヨ
ー
8
と
が
、
順
次
そ
れ
ぞ
れ
衝
突
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
用
さ
れ
る
航
法
に
つ
い
て
検
討
す

る。
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航
路
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
ソ
号
と
航
路
航
行
中
の
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
ト
ー
ヨ
ー
8
と
の
関
係
で
は
、
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第
一
項
の

適
用
を
受
け
、
ソ
号
は
、
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
ト
ー
ヨ
ー
8
に
対
し
て
避
航
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。

次
に
ソ
号
と
千
年
丸
と
の
関
係
は
、
両
船
に
お
け
る
見
合
関
係
の
成
立
が
衝
突
の
約
七
分
前
」
衝
突
の
お
そ
れ
の
判
断
が
衝
突
の
約
五
分
前

で
、
こ
の
と
き
は
千
年
丸
が
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
中
で
あ
り
、
そ
の
後
同
船
は
針
路
、
速
力
を
保
持
す
る
も
同
航
す
る
と
よ
ふ
じ
丸
や

潮
流
の
影
響
で
わ
ず
か
づ
つ
右
方
に
寄
せ
ら
れ
、
衝
突
の
二
分
前
頃
か
ら
境
界
線
を
超
え
て
航
路
外
に
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
認
定

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
両
船
が
と
も
に
航
路
外
を
航
行
中
に
衝
突
し
て
い
る
も
の
の
、
千
年
丸
が
航
路
航
行
中
に
は
海
上
交
通
安

全
法
第
三
条
第
一
項
の
適
用
を
受
け
て
ソ
号
が
避
航
義
務
を
負
い
、
千
年
丸
が
航
路
を
外
れ
た
瞬
間
に
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
五
条
に
よ
り
千

年
丸
に
避
航
義
務
が
移
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
仮
に
ソ
号
が
千
年
丸
に
対
し
て
針
路
・
速
力
保
持
船
と
し
て
こ
れ
を
保
持
す
れ

ば
、
必
然
的
に
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
ト
ー
ヨ
ー
8
の
前
路
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
航
路
航
行
中
の
二
船
を
避
航
で
き
な
い
か
ら
、
両

船
間
に
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
五
条
の
適
用
は
妥
当
で
な
い
。

さ
ら
に
、
衝
突
の
お
そ
れ
を
判
断
し
た
の
ち
の
ソ
号
に
お
い
て
避
航
措
置
を
と
る
べ
き
時
機
は
千
年
丸
が
航
路
を
外
れ
る
以
前
で
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
ソ
号
の
避
航
措
置
は
千
年
丸
が
航
路
を
外
れ
て
か
ら
で
は
遅
き
に
失
す
る
こ
と
か
ら
、
本
件
の
場
合
、
海
上
衝

突
予
防
法
の
い
う
船
員
の
常
務
で
律
す
る
の
も
適
当
で
な
く
、
あ
く
ま
で
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
、
ソ
号
に
お
い
て
、
千
年

丸
の
進
路
を
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

次
に
、
第
一
衝
突
後
の
千
年
丸
と
と
よ
ふ
じ
丸
、
第
一
衝
突
後
の
ソ
号
と
第
二
衝
突
後
の
と
よ
ふ
じ
丸
及
び
第
三
衝
突
後
の
と
よ
ふ
じ
丸
と

ト
ー
ヨ
ー
8
と
の
衝
突
は
、
い
ず
れ
も
航
路
内
で
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
各
船
間
の
関
係
は
、
海
上
交
通
安
全
法
に
規
定
す
る
航
法
に
該

当
し
な
い
か
ら
、
同
法
を
通
用
す
る
余
地
は
な
く
、
か
か
る
特
殊
な
状
況
下
の
も
の
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
で
い
う
船
員
の
常
務
で
律
す
べ
き

場
合
で
あ
る
。
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二
　
原
因
判
断

（
一
）
　
ソ
号
と
千
年
丸
と
の
衝
突
（
第
一
衝
突
）

ソ
号
に
お
い
て
、
午
後
五
時
四
五
分
頃
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
南
下
中
の
千
年
丸
と
一
・
三
海
里
に
接
近
し
、
同
船
と
の
衝
突
の
お
そ
れ
を

判
断
し
た
が
、
同
船
を
含
む
航
路
航
行
中
の
三
船
は
小
型
船
で
あ
り
、
小
型
船
は
接
近
す
れ
ば
相
手
の
方
で
避
航
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
そ

の
避
航
を
期
待
し
、
自
ら
早
期
に
避
航
措
置
を
と
る
こ
と
な
く
進
行
し
、
同
時
四
七
分
半
頃
様
子
を
見
る
た
め
機
関
を
七
ノ
ッ
ト
ば
か
り
の
極

微
速
力
に
減
じ
・
針
路
を
右
に
一
〇
度
転
じ
は
し
た
が
、
な
お
も
こ
れ
ら
小
型
船
の
避
航
を
期
待
し
た
ま
ま
航
路
に
入
航
す
る
態
勢
で
続
航
し
、

同
時
四
八
分
頃
よ
う
や
く
千
年
丸
に
避
航
の
様
子
が
な
い
の
で
同
船
と
の
衝
突
の
危
険
を
感
じ
、
機
関
を
後
進
に
か
け
、
右
舵
－
杯
に
と
っ
て

避
航
措
置
を
講
じ
た
も
の
の
、
こ
れ
が
遅
き
に
失
し
た
こ
と
は
第
毒
突
発
生
の
主
た
る
原
因
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
千
年
丸
に
お
い
て
、
同
五
時
四
五
分
頃
航
路
に
入
航
す
る
態
勢
の
ソ
号
と
一
三
海
里
に
接
近
し
て
同
船
と
の
衝
突
の
お
そ
れ
を
判

断
し
、
そ
の
後
同
時
四
八
分
頃
相
手
船
が
避
航
の
様
子
を
見
せ
な
い
ま
ま
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
た
が
、
な
お
も
ソ
号
の
避
航
を
期
待

し
た
ま
ま
警
告
信
号
を
行
わ
ず
、
ま
た
・
自
ら
大
幅
に
減
速
す
る
な
ど
の
協
力
動
作
を
と
る
こ
と
な
く
続
航
し
、
同
時
四
九
分
半
頃
に
よ
う
や

く
衝
突
の
危
険
を
感
じ
て
同
動
作
を
と
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
遅
き
に
失
し
た
こ
と
は
第
一
衝
突
発
生
の
原
因
と
な
る
。

（
二
）
千
年
丸
と
と
よ
ふ
じ
丸
と
の
衝
突
（
第
二
衝
突
）

こ
の
衝
突
は
第
一
衝
突
に
因
っ
て
惹
起
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
、
第
二
衝
突
に
至
る
千
年
丸
の
運
航
は
第
一
衝
突
の
必
然
的
な
結
果
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
よ
ふ
じ
丸
に
お
い
て
・
同
五
時
四
八
分
頃
先
航
す
る
千
年
丸
と
ソ
号
と
は
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
ソ
号
と
自
船
と

は
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
、
ソ
号
に
対
し
て
千
年
丸
と
自
船
が
と
も
に
衝
突
の
危
険
の
あ
る
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
先
航
す
る
千
年

丸
と
ソ
号
が
衝
突
す
れ
ば
、
千
年
丸
と
二
次
衝
突
す
る
危
険
の
あ
る
状
況
と
な
っ
た
が
、
直
ち
に
大
幅
に
減
速
す
る
な
ど
し
て
衝
突
回
避
措
置

を
と
る
こ
と
な
く
、
同
時
四
九
分
頃
よ
う
や
く
先
航
す
る
千
年
丸
と
ソ
号
と
の
衝
突
の
危
険
を
感
じ
て
同
措
置
を
と
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
遅

さ
に
失
し
た
こ
と
は
第
二
衝
突
発
生
の
原
因
と
な
る
。
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（
三
）
　
ソ
号
と
と
よ
ふ
じ
丸
と
の
衝
突
　
（
第
三
衝
突
）

同
衝
突
は
、
第
一
衝
突
及
び
第
二
衝
突
か
ら
の
必
然
的
結
果
と
認
め
ら
れ
る
。

（
四
）
　
と
よ
ふ
じ
丸
と
ト
ー
ヨ
ー
8
と
の
衝
突
　
（
第
四
衝
突
）

同
衝
突
に
至
る
と
よ
ふ
じ
丸
の
運
航
は
第
二
衝
突
及
び
第
三
衝
突
に
よ
る
必
然
的
結
果
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
航
路
中
央
部
を
適
度
な
速
力

で
航
行
し
て
い
た
ト
ー
ヨ
ー
8
は
、
前
略
右
方
で
の
第
一
衝
突
、
第
二
衝
突
及
び
第
三
衝
突
の
全
て
ま
で
予
見
し
得
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
運
航
は
第
四
衝
突
発
生
の
原
因
と
は
し
な
い
。

（
五
）
　
ま
と
め

本
件
多
重
衝
突
は
、
第
一
衝
突
が
主
た
る
原
因
で
発
生
し
、
そ
の
第
一
衝
突
は
ソ
号
に
お
い
て
早
期
に
航
路
航
行
中
の
三
船
の
進
路
を
避
け

な
か
っ
た
こ
と
に
因
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
千
年
丸
に
お
け
る
第
一
衝
突
回
避
の
た
め
の
協
力
動
作
及
び
と
よ
ふ
じ
丸
に
お
け
る
第

二
衝
突
の
回
避
措
置
が
、
と
も
に
遅
き
に
失
し
た
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
〓
凶
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

＜原　因＞
本
件
衝
突
は
、
浦
賀
水
道
航
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
東
行
中
の
ソ
号
に
お
い
て
、
同
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
南
下
中
の
と
よ
ふ
じ
丸
及
び

ト
ー
ヨ
ー
8
並
び
に
同
航
路
内
を
両
船
に
接
航
す
る
う
ち
同
航
路
西
側
境
界
線
を
わ
ず
か
に
外
れ
て
南
下
す
る
千
年
丸
の
各
進
路
を
避
け
る
措

置
が
遅
れ
た
こ
と
に
因
っ
て
発
生
し
た
が
、
千
年
丸
に
お
け
る
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
協
力
動
作
及
び
と
よ
ふ
じ
丸
に
お
け
る
衝
突
を
回
避
す

る
措
置
が
、
と
も
に
遅
き
に
失
し
た
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

㍉
研
　
究
∵
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こ
の
事
件
は
海
上
交
通
の
ふ
く
そ
う
す
る
東
京
湾
の
浦
賀
水
道
航
路
に
お
い
て
発
生
し
た
も
の
で
、
し
か
も
四
隻
の
船
舶
が
か
か
わ
る
多
重

衝
突
事
件
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二
次
災
害
の
発
生
あ
る
い
は
死
傷
者
こ
そ
で
な
か
っ
た
も
の
の
社
会
的
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
事
件
の

発
生
し
た
時
刻
は
浦
賀
水
道
航
路
の
南
航
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
月
に
は
概
ね
総
ト
ン
数
一
万
ト
ン
以
上
の
船
舶
は
浦
賀
水
道

航
路
の
夕
刻
の
船
舶
交
通
の
ふ
く
そ
う
す
る
時
間
帯
に
同
航
路
を
横
断
し
、
又
は
横
切
る
よ
う
な
航
行
を
自
粛
す
る
と
い
う
再
発
防
止
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
（
且
。
衝
突
が
発
生
し
た
海
域
の
浦
賀
水
道
航
路
の
航
路
幅
は
片
側
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
・
船
舶
が
安
全
に
航
行
す
る
た
め
に

必
要
な
最
小
限
の
可
航
幅
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
大
小
様
々
な
船
舶
が
一
団
と
な
っ
て
入
航
あ
る
い
は
並
航
し
た
場
合
、

無
理
な
操
船
を
継
続
す
れ
ば
所
謂
「
は
み
出
し
現
象
」
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
で
言
い
渡
さ
れ
た
裁
決
に
つ
い
て
、

ま
ず
航
法
の
適
用
の
部
分
か
ら
論
究
し
て
い
く
。

事
実
認
定
に
お
い
て
、
と
よ
ふ
じ
丸
と
ト
ー
ヨ
ー
8
は
航
路
内
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
し
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
航
路
を
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
た
ソ
号
は
、
原
則
と
し
て
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
避
航
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
基
本
的

に
問
題
は
な
い
。
第
一
義
的
に
検
討
の
対
象
と
な
る
の
は
、
衝
突
の
約
二
分
前
（
ソ
号
と
の
距
離
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
航
路
の
境
界
線
か

ら
外
側
に
離
脱
し
た
千
年
丸
と
、
航
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
ソ
号
と
の
関
係
で
あ
り
、
ま
ず
特
別
法
た
る
海
上
交
通
安
全
法
の
航
法
規

定
か
ら
論
じ
て
い
く
。

海
上
交
通
安
全
法
は
航
路
に
お
け
る
一
般
的
航
法
と
し
て
、
航
路
外
か
ら
航
路
に
入
り
、
航
路
か
ら
航
路
外
に
出
、
若
し
く
は
航
路
を
横
断

し
よ
う
と
し
、
又
は
航
路
を
こ
れ
に
沿
わ
な
い
で
航
行
し
て
い
る
船
舶
（
漁
ろ
う
船
等
は
除
く
）
は
、
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
し
て
い
る

他
の
船
舶
と
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
船
舶
の
針
路
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
（
第
三
条
第
一
項
）
。

こ
の
条
文
の
な
か
で
事
件
に
関
連
す
る
部
分
を
法
論
理
学
の
手
法
で
論
理
形
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ヰ
国
司
Y
（
（
（
繋
添
付
藻
繋
ぐ
虹
u
什
r
バ
二
か
章
票
（
混
じ
＞
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～
夢
か
U
Y
蕃
亜
（
舛
）
）
＞

幹
事
㊥
∩
き
告
辞
J
バ
帝
茸
r
バ
二
か
審
恵
（
Y
）
＞

淵
源
ヰ
か
社
付
き
（
鍬
－
Y
）
）

1
結
審
付
添
苛
む
こ
｝
斗
三
胱
村
か
打
つ
（
舛
－
Y
）
）

す
な
わ
ち
、
こ
の
述
語
論
理
式
に
よ
る
解
釈
に
基
づ
く
と
、
四
つ
の
法
律
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
の
み
、
一
方
の
船
舶
に
他
の
船
舶
の
進
路

を
避
け
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
事
件
で
は
Ⅹ
が
ソ
号
に
該
当
し
、
衝
突
す
る
ま
で
少
な
く
と
も
二
番
目
ま
で
の
法
律
要
件
は

形
式
的
に
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
Y
に
該
当
す
る
千
年
丸
は
、
海
上
交
通
安
全
法
施
行
令
第
三
条
に
基
づ
く
別
表
第
二
に
掲
げ

る
浦
賀
水
道
航
路
の
内
側
を
、
そ
れ
に
沿
っ
て
航
行
し
て
い
た
衝
突
約
二
分
前
ま
で
は
三
番
目
の
法
律
要
件
を
満
た
す
が
、
そ
れ
以
降
に
つ
い

て
は
航
路
外
を
航
行
し
て
い
る
た
め
に
第
一
義
的
に
は
当
該
法
律
要
件
は
満
た
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
本
条
文
の
法
律
効
果
を
発

生
さ
せ
る
た
め
に
は
・
遅
く
と
も
千
年
丸
が
航
路
内
に
い
た
衝
突
約
二
分
前
よ
り
も
以
前
の
段
階
ま
で
に
四
番
目
の
法
律
要
件
で
あ
る
「
衝
突

す
る
お
そ
れ
」
が
生
じ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
裁
決
で
は
、
ソ
号
と
千
年
丸
の
関
係
に
お
け
る
見
合
関
係
の
成
立
が
衝
突
の
約
七
分
前
（
午
後
五
時
四
三
分
頃
）
、
衝
突

の
お
そ
れ
の
判
断
が
衝
突
の
約
五
分
前
（
午
後
五
時
四
五
分
頃
）
で
、
両
船
と
も
明
確
な
方
位
の
変
化
の
な
い
ま
ま
互
い
に
約
一
三
海
里
に

接
近
す
る
状
況
に
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
千
年
丸
は
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
中
で
あ
っ
た
と
事
実
認
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
衝
突
を

回
避
す
る
た
め
の
航
法
が
成
立
す
る
時
機
に
は
千
年
丸
は
航
路
内
を
航
行
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第
一
項
の
法
律

効
果
を
発
生
さ
せ
る
四
つ
の
法
律
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
「
衝
突
す
る
お
そ
れ
」
を
判
断
す
る
た
め
の
法
律
要
件
に

つ
い
て
は
海
上
交
通
安
全
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
海
上
衝
突
予
防
法
第
七
条
（
衝
突
の
お
そ
れ
）
　
の
規
定
に
基
づ
く
こ

と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
は
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
の
画
一
的
な
定
義
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
判
断
方
法
や
手
段
を
例
示
し
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て
い
る
に
す
ぎ
な
い
　
（
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
　
の
概
念
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

一
万
、
千
年
丸
が
航
路
外
に
出
た
衝
突
約
二
分
前
か
ら
後
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
論
理
式
に
基
づ
く
と
第
一
義
的
に
は
三
番
目
の
法
律
要
件

を
満
た
さ
な
い
た
め
に
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第
一
項
に
定
め
る
法
律
効
果
は
論
理
必
然
的
に
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
海

上
交
通
安
全
法
の
他
の
条
文
に
は
具
体
的
な
航
法
の
規
定
が
な
い
た
め
に
、
一
般
法
で
あ
る
海
上
衝
突
予
防
法
の
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
具
体
的
な
航
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
五
条
（
横
切
り
船
）
　
で
あ
る
が
、
そ
の
法
律
要
件
の
一
つ
で
あ

る
衝
突
の
お
そ
れ
　
（
仮
に
成
立
す
る
な
ら
ば
衝
突
約
二
分
前
以
降
）
　
と
事
実
認
定
さ
れ
た
衝
突
の
お
そ
れ
　
（
衝
突
約
五
分
前
）
　
が
問
題
と
な
る
。

そ
も
そ
も
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
の
判
断
と
い
う
の
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
第
七
条
第
四
項
を
見
る
か
ぎ
り
、
当
事
者
間
の
継
続
し
た
見
合
い
関

係
に
お
い
て
連
続
的
あ
る
い
は
断
続
的
に
複
数
あ
り
う
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
々
具
体
的
な
二
船
間
の
見
合
い
関
係
に
お
い
て
避
航
す
べ
き
時

機
の
一
種
の
目
安
と
し
て
特
定
の
時
刻
に
客
観
的
に
確
立
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
法
の
趣
旨
や
裁
決
に
基
づ

く
と
後
者
の
考
え
方
が
妥
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
本
事
件
の
見
合
関
係
の
場
合
、
す
で
に
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
は
衝
突
約
五
分
前
に
事
実
認
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
千
年
丸
が
航
路
の
外
側
に
出
た
衝
突
約
二
分
前
の
段
階
で
は
二
船
の
衝
突
の
蓋
然
性
が
相
当
高
く
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に

「
衝
突
の
危
険
」
の
あ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
千
年
丸
が
航
路
の
外
側
に
出
た
時
機
に
、
ソ
号
側
に
お
い
て

衝
突
の
危
険
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
判
断
で
き
る
。

す
な
わ
ち
千
年
丸
が
航
路
の
外
れ
た
時
機
に
お
い
て
は
、
す
で
に
両
船
は
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
五
条
の
法
律
要
件
を
満
た
す
よ
う
な
状
況

に
は
な
く
、
裁
決
が
示
す
よ
う
な
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
を
前
提
と
す
る
同
条
文
の
適
用
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
を
前
提
と
し
た
航
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
衝
突
約
五
分
前
の
段
階
を
と
ら
え
て
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条

第
一
項
の
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
法
律
要
件
の
一
つ
と
し
て
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
後
の
航
法
関
係
に
お
い
て
は
、

少
な
く
と
も
個
々
具
体
的
な
航
法
関
係
に
お
い
て
二
着
に
定
ま
っ
た
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
を
前
提
と
す
る
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
五
条
の
問
題

は
生
じ
て
こ
な
い
こ
と
に
な
る
。
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但
し
法
律
論
と
し
て
は
、
事
後
的
な
事
実
認
定
過
程
に
お
い
て
注
意
深
い
船
長
が
注
意
し
て
い
た
と
す
れ
ば
判
断
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る

「
衝
突
の
お
そ
れ
」
の
発
生
時
機
（
当
事
者
た
る
ソ
号
や
千
年
丸
の
船
長
の
主
観
的
判
断
で
は
な
い
）
が
確
定
で
き
る
が
（
且
、
実
践
的
な
場
に

お
け
る
法
適
用
の
立
場
か
ら
は
、
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
と
は
単
に
他
船
と
の
明
確
な
方
位
変
化
が
な
い
場
合
の
み
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な

く
、
あ
る
程
度
両
船
が
接
近
し
た
場
合
を
成
立
要
件
と
し
て
い
る
た
め
（
5
丁
（
6
）
、
そ
の
距
離
の
合
理
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
両
船
の
船
長
の

判
断
時
機
が
個
々
具
体
的
な
状
況
の
も
と
で
多
少
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
衝
突
回
避
の
た
め
の

航
法
が
、
あ
る
特
定
の
時
刻
の
見
合
関
係
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
間
帯
の
み
自
船
に
有
利
な
立
場
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
た
め
（
例
え
ば
、
千
年
丸
が
見
合
関
係
が
成
立
す
る
衝
突
約
七
分
前
か
ら
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
の
発
生
す
る
衝
突
約
五
分
前
の
間
だ
け

航
路
内
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
す
る
よ
う
な
場
合
）
、
客
観
的
な
見
合
関
係
が
成
立
し
た
と
き
に
航
法
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
と

し
て
も
、
基
本
的
に
は
そ
の
前
後
の
航
行
形
態
が
法
的
保
護
に
値
す
る
か
否
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
文
理
解
釈
的
見
地
か
ら
の
検
討
で
は
、
航
法
規
定
の
適
用
開
始
要
件
で
あ
る
「
衝
突
の
お
そ
れ
」
の
発
生
時
機
を
中
心
に
論
じ

た
た
め
に
、
事
後
的
な
事
実
認
定
に
基
づ
く
客
観
的
な
見
合
関
係
の
成
立
時
点
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
問
題
解
決
の
視
点
を
か
え
て
、
事
前

段
階
に
お
い
て
船
舶
交
通
の
危
険
な
見
合
関
係
を
早
期
に
解
消
す
る
と
い
う
航
行
安
全
上
の
期
待
を
加
味
し
た
論
理
解
釈
的
見
地
か
ら
は
、
法

的
思
考
の
合
理
性
を
追
究
す
る
実
践
的
立
場
か
ら
の
法
的
推
論
も
可
能
と
な
る
。

一
般
に
操
船
者
は
浦
賀
水
道
航
路
第
五
号
灯
浮
標
の
東
側
を
航
過
し
た
後
に
針
路
を
一
四
五
度
前
後
に
定
針
さ
せ
、
第
三
海
壁
の
灯
標
の
や

や
東
側
に
向
首
し
て
航
行
す
れ
ば
、
通
常
の
場
合
は
航
路
内
を
航
行
で
き
る
と
い
う
合
理
的
か
つ
実
行
に
適
す
る
一
種
の
経
験
則
を
も
と
に
運

航
し
て
い
る
。
ま
た
位
置
測
定
手
段
や
海
図
縮
尺
等
に
基
因
す
る
誤
差
、
さ
ら
に
は
航
路
の
側
端
を
示
す
灯
浮
標
の
設
置
状
況
に
関
連
す
る
技

術
的
・
政
策
的
側
面
を
考
慮
す
れ
ば
、
客
観
的
な
証
拠
資
料
に
基
づ
く
事
実
解
明
の
問
題
は
別
と
し
て
、
海
上
交
通
法
規
の
適
用
に
お
い
て
画

一
的
あ
る
い
は
硬
直
的
な
解
釈
に
偏
向
す
る
こ
と
を
法
は
必
ず
し
も
容
認
し
て
お
ら
ず
、
極
端
な
概
念
法
学
派
的
な
解
釈
が
合
理
的
妥
当
性
を

欠
く
場
合
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
自
由
法
学
派
的
見
地
か
ら
、
当
為
性
を
有
す
る
一
種
の
条
理
法
的
な
経
験
則
王
を
背
景
と
す
る
実
践
的
推
論
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を
期
待
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
法
の
解
釈
に
お
け
る
制
定
法
の
意
義
（
且
に
関
連
し
て
、
立
法
者
意
思
説
や
法
律
意
思
説
あ
る
い
は
価

値
判
断
と
い
っ
た
法
哲
学
の
領
域
で
の
問
題
も
あ
り
、
法
的
世
界
の
境
界
を
示
す
〝
わ
く
二
千
五
の
判
断
は
き
わ
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
と

い
え
る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
、
そ
の
〝
わ
く
″
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
複
数
の
法
的
決
定
に
到
達
す
る
可
能
性
を
包
含
し
て
お
り
、
あ
る

法
規
範
か
ら
の
妥
当
な
論
理
的
帰
結
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
同
等
の
価
値
を
有
し
て
い
る
〈
㌘
し
た
が
っ
て
個
々
具
体
的
な
事
件
の
法
解

釈
で
は
、
〝
わ
く
″
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
純
粋
理
論
的
推
論
と
実
践
的
推
論
と
い
っ
た
法
適
用
の
基
本
的
立
場
、
換
言
す
れ
ば
法
的
決
定

モ
デ
ル
の
評
価
が
重
要
で
あ
り
、
所
謂
〝
海
上
の
特
殊
性
″
に
基
づ
く
諸
問
題
が
実
存
す
る
海
上
交
通
に
お
い
て
は
、
法
的
決
定
に
到
達
す
る

論
理
的
推
論
は
一
種
の
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
〈
適
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

客
観
的
事
実
に
基
づ
く
と
、
千
年
丸
は
衝
突
の
約
二
分
前
ま
で
は
航
路
を
こ
れ
に
沿
っ
て
航
行
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
徐
々
に
航
路
の
境

界
線
を
越
え
て
航
路
外
に
出
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
認
定
さ
れ
、
形
式
論
理
的
あ
る
い
は
実
証
主
義
的
な
志
向
で
は
前
述
の
裁
決
と
同
様
の
法

的
思
考
プ
ロ
セ
ス
や
法
的
決
定
が
得
ら
れ
る
が
、
実
践
的
志
向
で
は
次
の
よ
う
な
解
釈
に
基
づ
く
法
的
推
論
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
海
上
交
通
安
全
法
は
、
日
本
沿
岸
の
船
舶
交
通
量
が
著
し
く
増
加
し
て
き
た
昭
和
四
七
年
七
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
船
舶
交
通
の
ふ
く

そ
う
す
る
海
域
に
お
け
る
船
舶
交
通
に
つ
い
て
、
特
別
な
交
通
方
法
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
規
制
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
船
舶
交
通
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
（
第
一
条
第
一
項
）
。
ま
た
適
用
海
域
に
お
い
て
一
定
の
条
件
を
満
た

し
た
二
の
航
路
筋
が
、
法
定
航
路
と
し
て
船
舶
交
通
の
主
要
な
流
れ
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
（
第
二
条
第
一
項
）
、
対
象
船
舶
は
航
法
に
関
し

て
作
為
・
不
作
為
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
（
第
三
条
～
第
三
条
）
。
一
方
、
海
上
交
通
の
一
般
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
は
海
上
衝
突
予
防

法
が
あ
る
が
、
船
舶
間
の
避
航
関
係
に
つ
い
て
は
、
衝
突
を
防
止
す
る
た
め
に
個
々
の
船
舶
が
遵
守
す
べ
き
基
本
的
航
法
や
、
多
船
間
の
関
係

を
工
船
間
〓
船
対
一
船
）
の
航
法
関
係
に
還
元
し
た
定
型
的
な
避
航
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
海
上
交
通
の
ふ
く
そ
う
す
る
海
域
に
お
け

る
船
舶
交
通
流
の
整
流
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
（
㌘
換
言
す
れ
ば
・
海
1
交
通
安
全
法
1
の
航
路
は
海
1
衝

突
予
防
法
の
基
本
原
則
が
馴
染
ま
な
い
一
種
の
思
考
的
不
連
続
面
と
い
っ
た
法
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
同
一
平
面
上
の
対
等
な
立
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場
に
た
つ
個
別
の
船
舶
の
動
き
　
（
二
本
の
航
跡
交
差
の
問
題
）
　
に
主
眼
を
お
く
の
で
は
な
く
、
一
定
方
向
に
航
行
す
る
複
数
の
船
舶
の
〝
流
れ
〟

を
重
視
し
た
交
通
流
二
本
の
航
跡
と
複
数
の
重
な
り
あ
っ
た
航
跡
と
の
交
差
の
問
題
）
　
に
着
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
航
路
と
い
う
海
域
は
、

船
舶
の
集
中
や
可
航
水
域
の
制
約
等
と
い
っ
た
特
殊
性
が
あ
る
た
め
に
、
法
的
に
は
一
般
海
面
と
異
な
る
価
値
体
系
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
交
通
流
の
理
論
と
も
い
う
べ
き
合
理
的
法
源
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
航
路
に
お
け
る
船
舶
交
通
流
の
整
流
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
本
事
件
を
考
察
す
る
と
、
第
一
に
千
年
丸
、
と
よ
ふ
じ
丸
、
ト
ー
ヨ
ー

8
と
い
っ
た
船
舶
が
航
路
に
沿
っ
た
同
一
方
向
に
向
か
う
一
種
の
主
要
交
通
流
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
ソ
号
か
ら
は
実
質
的
に
は
千

年
丸
が
航
路
の
境
界
線
を
外
れ
た
瞬
間
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
　
（
航
路
の
法
線
に
ほ
ぼ
平
行
に
航
行
す
る
場
合
は
法
線
を
直
角
に
横

切
る
場
合
に
比
べ
て
視
角
的
な
変
化
率
が
少
な
い
）
、
三
船
が
法
的
地
平
に
お
い
て
同
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
第
三

に
そ
の
よ
う
な
判
断
が
社
会
的
に
み
て
合
理
的
か
つ
相
当
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
千
年
丸
が
事
後
的
に
初
め
て
兵
実
が
明
ら
か
に
な
る
航
路
か

ら
外
れ
た
時
点
を
境
と
し
て
避
航
義
務
が
転
嫁
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
海
上
に
お
け
る
法
的
安
定
性
を
著
し
く
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、

第
五
に
ソ
号
が
そ
の
ま
ま
航
路
を
横
切
れ
ば
法
的
に
明
確
な
避
航
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
よ
ふ
じ
丸
と
ト
ー
ヨ
ー
8
に
対
し
て
も
き
わ
め

て
危
険
な
状
況
と
な
り
、
著
し
く
航
路
内
の
船
舶
交
通
流
を
乱
す
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
衝
突
の
お
そ
れ
の
判
断
時
期
と
千
年
丸
が
航
路
を

出
た
時
点
の
後
先
を
判
断
基
準
と
し
て
法
を
適
用
す
る
裁
決
と
は
異
な
る
実
践
的
な
法
的
推
論
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
ソ
号
と
千
年
丸
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
や
海
上
交
通
安
全
法
に
規
定
す
る
定
型
的
な
航
法
で
は
航
路
内
の
交
通
流
の
連
鎖
的
性
格
を
排
除
し
た

法
的
推
論
に
陥
る
た
め
に
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
注
意
義
務
を
課
し
た
所
謂
船
員
の
常
務
に
よ
り
論
理
必
然
性
を
も
っ
て
論
証
す
る
こ
と
も
で

き
る
。こ

の
場
合
、
ソ
号
と
し
て
は
航
路
付
近
を
横
切
る
際
に
は
、
船
員
の
常
務
と
し
て
船
舶
交
通
流
を
乱
さ
な
い
よ
う
な
航
行
方
法
を
選
択
す
べ

き
で
あ
り
、
千
年
丸
が
少
な
く
と
も
航
路
の
法
線
付
近
を
そ
れ
と
ほ
ぼ
平
行
に
航
行
し
て
い
る
と
き
、
換
言
す
れ
ば
千
年
丸
が
法
的
保
護
に
値

す
る
航
行
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
た
と
え
衝
突
直
前
に
航
路
外
を
航
行
し
て
い
た
と
し
て
も
と
よ
ふ
じ
丸
や
ト
ー
ヨ
ー
8
と
同
一
の
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交
通
流
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
、
当
初
の
見
合
関
係
が
成
立
し
た
時
点
か
ら
三
船
に
対
し
て
避
航
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
ま
た
N
も

水
先
人
と
い
う
社
会
的
責
任
の
大
き
い
職
務
に
つ
い
て
お
り
、
き
ょ
う
導
船
を
安
全
に
運
航
す
る
と
い
う
船
舶
側
の
期
待
も
き
わ
め
て
強
く
、

浦
賀
水
道
航
路
の
実
状
や
地
形
的
特
性
も
熟
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の
船
長
以
上
に
慎
重
に
操
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
客
観
的
注
意

義
務
が
あ
る
。
一
万
、
千
年
丸
と
し
て
は
航
路
の
法
線
付
近
を
航
行
し
て
お
り
、
正
確
な
位
置
測
定
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
職
務
上
の
怠
慢

は
あ
る
も
の
の
、
一
般
船
員
の
通
常
の
能
力
で
は
自
船
が
航
路
の
内
側
、
外
側
あ
る
い
は
境
界
線
上
の
い
づ
れ
の
海
域
を
航
行
し
て
い
る
の
か

容
易
に
確
定
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
船
員
の
常
務
と
し
て
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
原
理
的
思
考
に
基
づ
く
航
行
が
要
求
さ
れ
、
ソ

号
の
動
静
を
注
意
深
く
観
察
し
、
適
切
な
衝
突
回
避
措
置
を
講
ず
る
客
観
的
注
意
義
務
が
あ
る
。

但
し
、
船
員
の
常
務
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
に
は
当
為
性
を
有
す
る
一
種
の
条
理
法
的
な
経
験
則
と
し
て
機
能
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
基
本
的
認
識
で
一
致
す
る
も
の
の
、
明
文
上
の
規
定
が
な
い
た
め
に
個
々
具
体
的
な
事
象
に
応
じ
て
、
法
規
範
と
し
て
の
性
格
、
社
会
的
・

法
的
妥
当
性
と
い
う
面
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
一
般
法
た
る
海
上
衝
突
予
防
法
上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
船
員
の
常
務
の
概
念
に
、

特
別
法
た
る
海
上
交
通
安
全
法
の
法
理
念
を
加
味
し
た
航
法
ま
で
含
め
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
海
上
交
通
安
全
法
の
具
体
的
航
法
規
定

を
適
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
理
念
を
船
員
の
通
常
の
知
識
や
経
験
に
基
づ
く
職
務
上
の
一
般
的
注
意
義
務
の
範
疇
で
と
ら
え
る
の
で
あ
る

か
ら
、
基
本
的
に
は
標
準
的
な
船
員
に
必
要
と
さ
れ
る
常
務
と
し
て
説
明
で
き
る
。

最
後
に
、
衝
突
の
直
接
的
な
原
因
と
は
な
ら
な
い
が
、
と
よ
ふ
じ
丸
の
船
長
と
ソ
号
に
伴
走
す
る
浦
賀
丸
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
航
法
上
の

要
請
と
そ
の
承
諾
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
事
実
関
係
に
お
い
て
は
、
と
よ
ふ
じ
丸
と
ソ
号
は
明
確
な
方
位
の
変
化
の
な
い
ま
ま
接
近
す
る
状
況

に
あ
っ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
ソ
号
と
千
年
丸
と
の
衝
突
の
お
そ
れ
の
発
生
時
機
の
決
定
要
素
か
ら
判
断
す
る
と
、
浦
賀
丸
か
ら
V
H

F
に
よ
り
「
貴
船
の
前
方
を
ソ
号
が
横
切
る
の
で
減
速
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
要
請
を
受
け
、
そ
の
後
と
よ
ふ
じ
丸
が
こ
れ
を
承
諾
し
た
時
点
で

は
・
す
で
に
と
よ
ふ
じ
丸
と
ソ
号
と
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
両
船
は
海
上
交
通
安
全
法
第
三
条
第

一
項
の
法
律
要
件
を
形
式
的
に
満
た
し
て
お
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
規
定
に
基
づ
い
た
航
法
を
と
る
べ
き
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
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た
が
っ
て
両
船
は
公
法
た
る
海
上
交
通
安
全
法
と
は
異
な
る
内
容
の
要
請
・
承
諾
を
私
的
関
係
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
当
該
要
請
と
承
諾
の
法
的
性
格
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
ソ
号
を
先
に
横
切
ら
せ
る
た
め
に
と
よ
ふ
じ
丸
に
減
速

を
要
請
す
る
意
思
表
示
　
（
効
果
意
思
と
表
示
行
為
）
　
が
な
さ
れ
、
と
よ
ふ
じ
丸
は
不
本
意
な
が
ら
承
諾
す
る
意
思
表
示
を
し
た
の
で
、
第
一
義

的
に
は
両
船
の
間
に
一
種
の
契
約
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。
事
実
関

係
か
ら
判
断
す
る
と
、
当
該
契
約
は
本
来
遵
守
す
べ
き
海
上
交
通
安
全
法
の
航
法
と
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
形
式
的
判
断
に
お
い

て
私
法
上
の
行
為
が
違
法
な
形
態
を
包
含
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
違
法
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
判
断
基
準
は
、
基
本
的
に
は
法
律
の
根

本
原
理
と
し
て
の
公
序
良
俗
の
原
則
（
㌔
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
私
法
上
の
行
為
の
違
法
性
に
関
す
る
実
質
的
要
件
と
な
る
。
換
言
す

れ
ば
、
所
謂
契
約
自
由
の
原
則
は
公
序
良
俗
の
原
則
の
範
囲
内
で
の
み
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
海
上
交
通
安
全
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行

為
が
、
事
実
上
、
公
序
良
俗
に
お
け
る
公
の
秩
序
を
害
す
る
か
ど
う
か
の
実
質
的
な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
海
上
交
通
安
全
法
は
、
基
本
的
に
は
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
行
政
警
察
法
規
で
あ
り
、
立
法
趣
旨
や
法
形
式

か
ら
判
断
し
て
強
行
法
規
（
N
w
i
ロ
g
e
ロ
d
e
s
R
e
c
h
t
）
と
し
て
の
法
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
公
法
た
る
海
上
交
通
安
全
法
は
、
船
舶

交
通
が
ふ
く
そ
う
す
る
海
域
に
お
け
る
安
全
を
担
保
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
法
規
範
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
両
船
の
操
船
者

と
い
う
直
接
的
な
当
事
者
だ
け
の
私
法
上
の
関
係
で
は
な
く
、
公
益
法
と
し
て
広
く
付
近
の
航
行
船
舶
へ
の
影
響
を
も
配
慮
し
た
総
合
的
か
つ

公
共
的
な
観
点
か
ら
の
規
定
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
強
行
法
規
の
内
容
は
公
の
秩
序
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
た
め
、
当
事
者
が

異
な
る
意
思
を
表
示
し
て
も
、
基
本
的
に
は
そ
の
規
定
の
適
用
を
排
除
し
得
な
い
（
㌘
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
表
論
と
し
て
強
行
法
規
に
違

反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
私
人
間
の
取
り
決
め
は
無
効
で
あ
り
、
適
用
す
べ
き
航
法
に
関
し
て
、
公
法
上
の
義
務
と
抵
触
す
る
こ
と

は
な
い
（
㌘
但
し
・
強
行
法
規
に
違
反
す
る
事
項
自
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
を
目
的
と
す
る
契
約
の
無
効
と
は
別
個
の
問
題
で
あ

る
か
ら
、
と
よ
ふ
じ
丸
の
減
速
措
置
と
衝
突
と
の
因
果
関
係
を
含
め
て
私
法
的
な
見
地
か
ら
の
検
討
を
必
要
と
す
る
バ
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（
1
）
　
凡
例

・
事
実
関
係
は
原
則
と
し
て
時
刻
を
お
っ
て
船
別
に
記
述
し
た
。
ま
た
本
稿
の
論
点
と
直
接
関
係
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

・
人
名
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
略
記
し
、
船
名
に
つ
い
て
は
長
い
も
の
の
み
略
称
を
用
い
た
。

（
2
）
　
ソ
ー
ラ
ー
ウ
イ
ン
グ
を
き
ょ
う
導
し
て
い
た
横
須
賀
水
先
区
水
先
人
N
は
、
平
成
二
年
二
一
月
二
七
日
死
亡
し
、
横
須
賀
水
先
区
水
先
人
の
資
格
を
取
り

消
さ
れ
た
。

（
3
）
　
浦
賀
水
道
に
お
け
る
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
　
（
三
警
航
第
三
五
九
号
平
成
元
年
九
月
一
一
日
）

（
4
）
　
最
判
昭
和
三
六
年
四
月
二
八
日
民
集
一
五
巻
四
号
一
一
七
三
貢

（
5
）
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
衝
突
予
防
法
適
用
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
平
成
元
年
度
警
備
救
難
幹
部
研
修
課
題
研
究
報
告
書
、
平
成
二
年
、
二
五
七
貢

（
6
）
　
C
O
C
k
c
r
O
f
t
V
A
●
N
，
V
L
a
m
e
i
j
e
r
L
・
N
・
F
■
）
A
g
u
i
d
e
t
O
t
h
e
c
O
E
s
i
O
n
a
言
i
d
a
n
c
e
r
u
－
e
s
〉
u
r
d
e
d
●
L
冨
N
V
a
t
u
A
、
新
谷
文
雄
・
佐
藤
修
臣
共

訳
、
一
九
七
二
年
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
の
解
説
、
成
山
堂
、
昭
和
五
八
年
、
三
九
百

（
7
）
拙
稿
、
所
謂
「
船
員
の
常
務
」
　
に
つ
い
て
の
一
考
察
、
海
上
保
安
大
学
校
研
究
報
告
法
文
学
系
第
三
五
巻
第
二
号
、
二
七
百

（
8
）
釆
栖
三
郎
、
法
の
解
釈
に
お
け
る
制
定
法
の
意
義
、
法
学
協
会
雑
誌
第
七
三
巻
第
二
号
、
〓
〓
頁

（
9
）
釆
栖
三
郎
、
法
の
解
釈
適
用
と
法
の
遵
守
　
（
こ
、
法
学
協
会
雑
誌
第
六
八
巻
第
五
号
、
六
八
頁

（
1
0
）
　
川
島
武
宜
ほ
か
、
法
解
釈
学
の
「
科
学
性
」
、
法
律
時
報
第
三
ハ
巻
第
四
号
、
五
一
百

（
1
1
）
　
加
藤
一
郎
、
法
解
釈
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
、
碧
海
純
一
編
、
現
代
法
学
の
方
法
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年
、
五
五
頁

（
1
2
）
拙
稿
、
法
的
推
論
の
シ
ス
テ
ム
論
的
考
察
、
海
上
保
安
大
学
校
研
究
報
告
法
文
学
系
第
三
七
巻
第
一
号
、
二
一
〇
百

（
1
3
）
村
田
宏
雄
、
裁
判
過
程
に
対
す
る
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
川
島
武
宜
編
、
法
社
会
学
講
座
五
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
、
七
五
頁

（
1
4
）
　
海
事
法
研
究
会
編
、
概
説
海
上
交
通
法
、
海
文
萱
、
昭
和
六
〇
年
、
一
一
五
貢
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（
ほ
）
末
川
博
、
民
法
第
九
〇
候
に
威
て
、
法
学
論
叢
第
七
巻
第
五
号
、
一
二
貢

（
空
赤
坂
昭
二
、
法
学
の
原
讐
成
文
堂
、
昭
和
五
三
年
、
八
七
貢

（
け
）
最
判
昭
和
三
八
年
六
月
七
日
海
難
審
判
庁
裁
決
取
消
請
求
事
件
判
決
集
三
一
二
貢


